
令和8年度職員研修計画

目的：　三河青い鳥医療療育センターの理念と各部門の特徴を理化し、チームの一員としての自覚を持ち職場への適応ができる。

目標：　① 組織の役割を知る

　　 　　 ② センターとしての看護・療育の特徴を知る

　　 　   ③ 職員としての心構えができる

　　　    ④ 安心で安全な療育環境が提供できる

　　　　　⑤ チームの一員として看護、療育実践するための必要な知識と技術を知る

月・日 項　目・内容 講師 対象 場所 担当

・センターの理念 新規採用者と中途採用者

・看護部の理念、組織体制 看護師；　5名

・社会人としてのマナー、接遇

・済生会の職員として、職場におけるコンプライアンスについて 保育士；1　名

・療育支援課の役割、虐待防止、身体拘束について　　　　　　 社会福祉士；　1名

・総務課の役割 介護福祉士；　名

・看護部の各職種の役割と業務（看護師・支援員・保育士） 作業療法士；　1名

・院内感染について（標準予防策・手洗いなど）

・医療安全についてヒューマンエラー・（インシデントの書き方）

・情報管理について（電子カルテの基本・個人情報取り扱い）

・記録について（電子カルテの使用方法、経過表、看護記録）

・個別支援計画について（計画の流れ、事例紹介）

・診療科放射線について、レントゲン介助法など 理学療法士；名

・障害児者の口腔ケア、介助方法

・処方箋の流れ、処方ルール、製剤量と原薬量との違い 計　8名

・検査について

・重症心身障害児者の病態について 　　中途採用者　看護師　2名

・整形外科の障害と治療 　　　　　　　　支援員　1名

・リハビリテーションの役割（腰痛予防・抱介の仕方、移乗方法） 　　　　　　　　保育士　0名

・重症心身障害児者の看護療育 　　　　　　　　　　　計　3名

・コミュニケーションについて

・障害児者に対する摂食嚥下の基本、援助 合計　3　名

・おむつの当て方について

・ＡＥＤの取り扱い、使用方法、実践 会議室・浴室

・浴槽の使用方法・説明（取り扱い・注意点） ・病室（１Ｂ）

・ベッドパンウォーシャーの取り扱いと注意点

・ベッドの種類（取り扱い方法）

・リフトについて（使用方法・移動方法の実践・体験）

・医療機器について（取り扱いと注意点）、人工呼吸器、輸液ポンプ、シリンジポンプ、心電図

・防災について（避難経路・消火栓の取り扱い、実践）

・医療的ケアについて

・重症心身障碍児者の看護（呼吸の特徴・人工呼吸器の種類・気管切開） 会議室

・センター内案内 講堂

目的　；　チームメンバーの役割と責任を理解する

目標　；　① 倫理的感性を深める

　　　　　 ② 仕事に関する不安や悩みを共有し心身のリフレッシュを図る。（早期離職防止）

・メンバーシップ、フォロワーシップについて ・ 新規採用者と中途採用者 会議室 奥田副看護部長

・重症児者の基本（利用児者の尊厳ある療育ケアについて） ・青木協会認定重症心身障害看護師 青木師長

・グループ討議；「困っていること、悩んでいること」

目的　；　一年の看護・療育実践を振り返り、事故の今後の課題を明確にする

目標　；　①　日常の業務を振り返り倫理的な気づきを発見できる

            ②  仕事に関する不安や悩みを共有し、心身のリフレッシュを図る

・倫理の基礎　気づきと倫理原則について知る ・ 新規採用者と中途採用者 会議室 奥田副看護部長

・グループ討議；「看護・療育実践を振り返り今後の自己の課題をみつける」 青木師長

10/19～10/21 ３日間

目標　；　 ①　職場においてのジレンマに気づくことができる

　　　　　　②　倫理の感性を高めることができる。

　　　　　　③倫理的視点からの問題が理解できる

・倫理の気づき、４原則、看護職の倫理綱領 ・ ラダーⅡレベル 会議室 村田師長

・事例検討 伊藤主任

目的  ； 倫理の基礎知識を理解し事例を通してカンファレンスができる

目標  ；　①　倫理的視点から事例がまとめられる。

・ジレンマの感じる事例をまとめる（前レポート） ラダーⅢレベル 会議室 奥田副看護部長

・倫理的カンファレンスを実践する。（6カ月） 鈴木師長

・発表、報告

目的　；　看護・療育実践においてリーダーシップが発揮できる能力を身につける

目標　；　①リーダーシップを学び自己の課題を明確にする

　　　　　　②　アサーションを学び、コミュニケーションがとれる

　　　　　　③　多職種連携を学びチーム医療の中での役割を理解する

・リーダーシップ理論 ラダーⅡ以上 会議室 西崎師長

7/17（金） ・アサーションについて 篠塚

・多職種連携　　　 池田

目的　；　フィジカルアセスメントの基礎を学びケアをする力をつける　

目標　；　呼吸器・循環器の観方がわかり、利用者の異常の早期発見につなげる

ラダーⅠレベル 会議室 太田師長

5/26（火） 林田

目的　；　新規採用者の指導を円滑に進めるための知識を身につける

目標　；　①　プリセプターの役割について理解する

　　　　　　②　プリセプターに必要な指導方法を学ぶ

　　　　　　③　プリセプティへのチームとしての関わりについて理解する

ラダーⅡ以上 会議室 太田師長

二村

目的　；　看護・療育研究の流れを知る

目標　；　① 研究テーマの選択に必要な基本的知識がわかる

　　　　 　② 研究計画書の構成と要素および作成方法がわかる

　　　　 　③  論文の構成と要素がわかり、発表につなげられる

・看護研究とは ・青木協会認定重症心身障害看護師 来年度看護・療育研究を行う 会議室 奥田副看護部長

・看護研究の流れ 予定者 青木師長

・テーマの決め方

・研究計画書、論文の作成について

目的　；　日常の業務の中で課題を見つけ、研究に取り組むことができる

目標　；　①　看護研究実施計画書が書ける

　　　　　　②　倫理的配慮ができる

　　　　　　③　研究結果をまとめて発表ができる

・各病棟1題　発表・質疑応答 看護部（全職員） 講堂 担当病棟

・看護部長による講評

済生会主催 ラダーⅡ以上

臨床倫理研修 林田主任

愛知県青い鳥医療療育センター主催 ラダーⅡ以上

奥田副看護部長
青木師長
各主任
４日間

　　　　　②配属先で経験できない項目を実践し、その現場に必要な技術（ケア）を経験する

　　　 　 ③様々な医療現場を経験し、それぞれの入所する利用者と関わることを学ぶ　

専門領域

診療部門

組織を知る

実技

2/12（金）

会議室

倫
理
研
修
Ⅲ

　　　 　  ②　病棟スタッフを巻き込み倫理的カンファレンスを開催できる。 　　
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3/25（水）

目的　；　看護における倫理の基礎的知識を理解する。
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